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中国語を母語とする日本語学習者の
言語習得過程に おける若干の 問題
- ｢生活言語｣ と ｢学習言語｣ をめぐ っ て 一
山 田 晃 一
(平成 8年6月28日受理)
要 旨
この 数年, 日本 の 小 ･ 中学校にお い て は , 帰国子女, 外国人子女の 数が増加し, そうした児童 ･
生徒に対す る 日本語教育が急務の 課題とな っ て い る ｡ 母語 の 習得形成期にある学習者が日本語 を
第二 言語として 学ぶ 際に生 じる言語上 の 問題を解決す るに は , 母語 を獲得した学習者が日本語 を
学習す る場合と は異な っ た視点か らの ア プ ロ ー チ が必要で ある ｡
本稿で は , 中国語を母語として言語形成期 にあ っ た者が , 日本語を第二言語と して学習する 場
合に問題となる点を , ｢生活言語｣ お よ び ｢学習言語｣ とい っ た言語の 二 つ の 層 と い う観点から
考察したも の で ある ｡ 本稿で得られた結論は次の ようなもの で ある ｡
日本語母語話者で あれば , ｢生活言語｣ で ある和語から ｢学習言語｣ で あ る漢語 へ と段階 を経
て習得される言語の 層が , 中国語 の 母語形成期にある日本譜学習者は , ｢生活言語｣ よりも先 に ,
｢ 学習言語｣ が不完全 な形で イ ン プ ッ トされており, そうした学習者 へ の･日本語教育にお い て は ,
日本語の ｢生活言語｣ に対応す る 中国語 の ｢生活言語｣ に気づ かせ るような方法が有効で あろう
と い う こ とで ある ｡
キ ー ワ ー ド
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1 はじめに
中国語圏 *lで 生まれ , 中国語と い う言語環
境 で 一 定期間過 ご した者が , 日本 で生 活し ,
日本語を学習する際に 生 じる言語上 の問題は,
日本語と中国語の 対照言語学の 領域に属する｡
従来こ の 分野の研究対象は第 一 言語を中国語
とする者が外国語と して 日本語 を習得する場
令 , ある い はその 道 に第 一 言語が 日本語で あ
る学習者が外国語と して 中国語を習得する場
合を前提 として お り, 母語の形成過程にある
学習者を対象と したもの で はなか っ た ｡ 本稿
は
, 中国語を母語と して 習得過程にあ っ た者
が , 第二 言語 と して 日本語を学習する過程 に
お い て 生ずる で あろ う言語上 の 問題 に つ い て
述べ よう とするもの で ある ｡ そ の ため に は ,
当該学習者 を相当の 期間継続的に観察して は
じめて その 実証的か つ 説得力の ある分析が可
能となる の であるが , 小論で は , バ イ リ ン ガ
ル教育の 理論的枠組みをふ まえ , 言語の 二 つ
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の 層と い う観点から考察を進め , 今後の 調査
に つ なが る よう な問題に つ い て論 じてみた い ｡
2 ｢生活言言ZiiJと ｢学 習言言乱
バ イ リ ン ガ ル 教育 にお け る 理論的枠組み と
し て , Cu m min sは 言 語 の 層 を B iC S
(Ba sicInterpe rs o n al Co m m u nic ativeSkills)
とC A L P(Cognitiv e/Ac ade mic La ngu age
Pr oficie n cy) の 二 つ に分けて い る ｡
1)こ の 二
つ の 用語 は日本語 で は , ｢ 基本 的対人伝達能
力｣ と ｢ 認知 ･ 学習言語能力｣ 2), ある い は
｢生 活言語｣ と ｢学習言語｣ ( 学校数育に あ っ
て は ｢教科用語｣に 相当) な どと呼ば れて い
る3)(以下便宜上 , 本稿で は B IC S を｢生
活言語｣, C A L Pを ｢学習言語｣ と称する)
が , 別の こ と ばで 言 い 換える なら ば , ｢生 活
言語｣ は 日常生 活の 場面に お ける伝達能力を
指 し, ｢ 学習言語｣ は抽象的な 内容を場面 に
依存せず に伝達する能力を指 して い ると い え
よう ｡ 言語 の こ の 二 つ の 層 の うち と りわ け
｢学習言語｣ の 習得が , よ り知的 な活動 を行
う場合に は不可欠に なる ｡
と こ ろ で , 自然な状態に お ける子供の 言語
の 習得 ･ 発達は 5 - 6歳で 文法的な知識を身
に つ け , 9 - 10歳頃に は論理的思考が発達し,
母語が決まると言わ れて い る ｡ 4)母語が決ま っ
た後に第二 言語を学ぶ場合に は , ｢学習言語｣
の核も確立 して い るの で 抽象的な内容の 伝達
を担う能力の 下地は できて い る と い えるが ,
母語が決まらな い 内に新たな言語環境 に 置か
れ た場合に , ｢学習言語｣ を どの よう に 習得
する かと いう 問題が生 じる こ とに なる ｡ こ こ
に 帰国子女や外国人子女に対する 日本語教育
に お ける , 学習者の 母語の 伸長と い う点が 強
調され る 意義が ある ｡ こ の こと は , 親と子供
との コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン と いう問題の み なら
ず , 学習者の知的活動の 発達 を左右する こ と
に なる と い う点 に お い て も重要 な意味を持 つ
こ と に なる ｡
日本語に お い て は 一 般的に言 っ て大和言葉
が ｢生 活言語｣ で , 漢語で 表現 される熟語が
｢学習言語｣ で あると い う指摘 に は異論 を は
さむ余地はなか ろう ｡ 5)そ して 通常 は ｢生 活
言語｣ から習得が は じまり, 学齢期に な っ て
｢学習言語｣ の 習得が なさ れ る と い え る ｡ 日
本語を母語と する者に と っ て は こ の ｢生活言
語｣ か ら ｢ 学習言語｣ - と いう習得の順序も,
第二言語と して 日本語 を学習す る者, こと に
中国語を母語と して 習得過程 にある者に と っ
て は必 ずしもそうと は い えな い と いう の が ,
･ト詣で 述べ よう とする こと で ある o
3 理科の教科書の比 較から
｢ 生活言語｣ か ら ｢学習言語｣ へ の 橋渡 し
に なり得る学校の 教科の ひ と つ と し て , ｢理
科｣ が挙げら れて い る ｡ 6)そ れ は , ｢ 理科｣
と い う教科が 日常生活 にお ける経験 と結 び つ
けやす い と い う面 を持 っ て い る こ との 他に ,
その 教科書に現れ る こ とば に お い て も ｢生活
言語｣ か ら ｢ 学習言語｣ - の つ なぎと して 有
効で あるか らで あろ う｡ そう で ある ならば ,
理科の 教科書の 語菜 を調 べ る こと で , そ の 言
語の ｢生 活言語｣ と ｢ 学習言語｣ の かか わり
を知 る こ とが可 能に なる ｡ そ こ で 小論で は ,
日本と中国の 理科の 教科書の 対応する 部分を
比 較する こと で , 両言語に おける ｢生活言語｣
｢ 学習言語｣ の 具体例に 検討を進 め る こ と に
する ｡
次に挙げる の は , 日本と中国の 理 科の 教科
書に 見られ る ｢ 力(ちから)｣ に つ い て の 説
明で ある o
まず , 日本 の 教科書 (『新訂中 学校 理科 1
分野』 大日本図書 , 19 92年2月初版) で どの
ように 記され て い る か を見る と ,
力と は
わた したちは , ｢ 力を出す｣ とか , ｢力が
い る｣ な どと い う こ とば をよく使う ｡
力は目 に は 見えな い が , どん なときに 力が
はた ら い て い る
,
と い うの だろう か ｡
とある ｡
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この 記述か ら分か る こ とは , ｢力 (ちから)｣
が ｢ 生活言語｣であると いう こ と であるが ,
｢圧 力｣｢ 浮力｣ な どとい っ た ｢ - 力 (りょく)｣
と い っ た熟語が ｢学習言語｣ で ある こと は容
易に理解され よう ｡
一 方 , 中国の 教科書(『文勢教育三年制 ･ 四
年制初攻中学校教科弔(実 幾本)物理第 一 冊』
人民教育出版杜物理室, 中国教育学会理数学
研究会編著, 1990年10月第1版) で は次の よ
うに 記され て い る ｡
什ゑ是力( 力とは)
我イ｢1常常使用 " 力" 速↑字 , 常常脱
" 症
意力
"
,
" 理解力
"
,
" 悦服力
"
等等洞 ,
力速↑字的含又是非常｢迂的 ｡ 在物理学
中我イ｢]也要研究力 , 只是在物理学中力含
Lk 要狭窄得多, 也要碑切得多 ｡ 那乞 , 什
ゑ是物理学中的力眠?
(私たちはよ く ｢力｣ と いう宣を使 い ,
｢ 注意力｣｢理解力｣｢説得力｣ な どと い っ
た語をよく口 にする ｡ ｢力｣と いう字の 意
味は とて も広く｡物理学にお い て も ｢ 力｣
を研究する が , 物理学 で の ｢ 力｣の 意味
はず っ と狭く , ず っ とiE確 で ある ｡ で は ,
物理学で い う ｢力｣ と は なん だ ろうか ｡)
(下線は山田)
こ の 二 つ を比べ て み ると , 中国の 教科書の
記述と日本の 理科の 教科書の 記述は 一 見似て
い るよう に思えるが , こ こ に は , 日本語と中
国語の ｢生活言語｣ と ｢学習言語｣ の 違い の
一 端がうか がえる ｡ つ まり日本語で は ｢生活
言語｣ で ある ｢力 (ちか ら)｣が 中国語 で は
｢生活言語｣ で はなく , 日 本語 で は ｢ 学習言
語｣ で あるもの が中国語で は日常的に耳にし,
口 に する こと ばと な っ て い る の で ある ｡ こ の
こ とは , 日本語で は 一 般的に ｢学習言語｣ が
漢語の 熟語 に相当すると いう こ とか ら考える
と当然とい えようが , 問題は中国語で は
"
力
"
が ｢生 活言語｣ で はな い の で , 中国語を母語
と して 習得過程に ある 生徒が第二 言語と して
日本語を学習する過程 にお い て は , 日本語を
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母語とすjS者と は逆の 方向の 習得過程を考え
る必要があると いう こ と にある ｡
中国語で は " 力 " が ｢ 生活言語｣ で な い と
いう ことを結論づ けるに は , こ の 理科の 教科
書の 記述だけで は , 不十分で ある かもしれな
い ｡ そこ で ,
" 力 " と いう字が中国語の話 し
こ とば に お い て は単独に 用 い られ るか どうか
に つ い て , 日中辞典の用例お よ び , 中日辞典
の 語釈をもと に具体例を挙げて み よう ｡
『日中辞典』(小学館 , 1987) で は ,
｢ 力がある｣ - " 有力量 "
｢ 力が強 い｣ -
" 力汽根大 "
｢ 力及ばず｣ -
" 力不仏心/ 元能力
力
"
と い うような用例が挙げられ て い る ｡ さ ら
に , 『中 日辞 典』 (小 学館 , 1992) で は ,
｢" 力
" が 単独 で 用 い ら れ る こ と は な く ,
" 他根有力汽 " の よう に 2字以上 の 言葉と し
て 使わ れる ｡｣
と説明され て い る ｡
こ の よう に , 中国語の話 しこ とば に お い て
" 力" が単独に 使われ る こと はなく , 単独に
使われ るの は , 成語の よう に熟 した結び つ き
の場合で ある ｡
"
力
" が単独 で使 われる こ と
が ない 以上 , 中国語 に おける ｢生活言語｣ で
はありえな い ｡ で は ,
" 力量" とか " 力汽 "
が日本語の ｢力 (ちか ら)｣ に 相当する 中国
語の ｢生活言語｣と い っ て よ い で あろう か ｡
こ の 点は判断の 難 しい と こ ろ で ある が , ある
こと ばが ｢生 活言語｣ か否か を判断する基準
は , それが 日常会話 に お い て習得される層の
言語で ある と い う点に ある と いう こ とが で き
る ｡ 再び 『日中辞典』(前掲) を調べ る と ,
｢ 力が抜け る｣ -
" 没有効ル
'
｢ 力を入れ る｣ -
"
便効 (ノL)
"
と い っ た用例が見 つ か る ｡ こ の
"
勤 (ノL) "
が , 中国語の 話し こと ばで 単独 に用 い られる
もの で あれ ば , 日本語の ｢力 ( ちか ら)｣ に
相当す る中国語の ｢生活言語｣ で あると考 え
て よ い であろう ｡
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一 般言語学の 用語 に従えば , ある言語形iE
が そilだけ で独立 して 運 用さ れ るもの を自由
形式 (freefo r m) と呼び , 独立 し て 使用さ
れ な い もの を拘束形式 (bo u nd fo r m) と
呼ぶ が , 中国語の話しこ とば にお い て ,
" 力' '
が拘束形式で あり ,
` `
効 " が 自由形式で ある
か どうか の 判定は , 中国語を内観でき るネイ
テ ィ ブス ピ ー カ ー の言語学者による判断がも っ
とも信頼性が高 い と い える であろう ｡ こ の 条
件 を満た して い る もの は , 管見の 限 りで は ,
` `C ONCISE D ICTION A R Yof S P O K E N
CH I N E S E( 国語字典)'' ( 趨元任, 楊聯 陛合
宿 , H A R V E R D U N I V E R SIT Y P R ESS,
1947) しかな い ｡ 出版年が古く , 現代中国語
と は い さ さか異なる の で な い か と思われる箇
所もあるが , 本稿で は これ に従う ことにする ｡
こ の ｢ 国語字典｣で は , 自由形式に は頭文字
をと っ て F , 拘束形式に はBと記されて い る ｡
｢力 ( ちか ら)｣と いう意味を表す漢字に つ い
て この 字典に は次の よう に記され て い る (便
宜_上声調 は省略し , 原文の 繁体字は簡体字に
改めた)｡
力 . B str e ngth 力汽 , 力量 ･
効 . F str e ngth, -1(-1は
"ノL 化" する
と いう意味)
こ こか ら ,
"
効 (八)
" は自由形式で ある
と い える ｡ 漢字 一 字で 表され る形態素が 自由
形式で ある場合, 日常の 話 しこ と ばで 使われ
る語で ある と考えて よか ろう ｡
日本語の ｢力 ( ちから)｣ に 相当す る 中国
語の ｢ 生活言語｣ は
" 効 (ノL)" であ る と い
える ｡
こ の ように 日本語に お ける和語で 漢字 一 字
で 表され るもの が , 中国語で は自由形式で あ
るか , 拘束形式で あるかを知り , 拘束形式の
もの に つ い て は , 日本語 と対応する自由形式
の 語を記 して おく こ とは , 第 二 言語と して 日
本語を学習す る者が ｢生 活言語｣ か ら ｢ 学習
言語｣ ( ある い はその 道方向) へ の 習得過程
に お い て は有益 な こと で あろう ｡
4 理 科の 教科書語愛 に おけ る漢字 一 字
で示される和語 と対応する中国語
｢理 科｣ と い う 教科 が ｢ 生 活言 語｣ か ら
｢ 学習言語｣- の 橋渡 しの 役割を担う 可能性
がある こ とか ら , 日本の 中学校の 教科書に硯
ilる 語童の 中から , 和語で 漢字 一 字で 表記さ
れ るもの のうち使用額度の 比較的高 い もの を
抜き出し , そ の 漢字が中国語で は自由形式か
拘束形式かを示 し, 拘束形式である場合には,
和語に 相当する 中国語の ｢生活言語｣ を示し
たもの を資料と して 挙げて おく ｡ こ こに 挙げ
た資料だ けで は不十分で あるが , こ の種の 資
料が充実すれ ば , 生活言語か ら学習言語 - の
移行学習カ リ キ ュ ラ ム を考えた り, 教材作成
を考える上 の 一 助と なりう るで あ ろう ｡
4.1 表の 説明
日本の 理科の 教科書の 語意は 『中学校教科
書の 語童調査』( 国立 国語研 究所報告8 7, 国
立 国語研究所 ,1 986) に 基 づ い て , 和語 で 漢
字 一 字で 書かれる M 単位 (語の構 成にあずか
る要素に基づ く単位 , す なわち形態素) のう
ち , 使用度数が 5 以 とーの もの を抽出し, さら
に 『中学校教科書の 語蓑調査Ⅲ』 に 基づき ,
そ の 漢字 一 字 で あ ら わさ れ る 和語が W 単位
(文の構成 にあずか る単位 , す な わち単語)
と して 機能する もの だ けを残し , そ れ らを 一
覧表に して 示した ｡ ま た , そ の 漢字が自由形
式で ある か拘束形式で ある か に つ い て の 認定
は , お お む ね ー
" C ONCISE D ICT ION A R Y
of S P O K E NCH IN ESl]( 匡ほ吾字典)'' に
基 づき , 同字典に 記され て い な い 文字 に つ い
て は 『硯代中国語辞典』(香坂順 一 編著 , 光
生 館 , 1 982年) *2に よ り判断し , 自由形式の
もの は F (fre efo r m), 拘 束形式 の も の は
B (bo u nd fo r m) と記 した ｡ なお , ｢ 国語
字典｣ で L (the lite r a ry style) と記 さ れ
て い る もの も , 便宜上 , B と記 した ｡
中国語 B IS Cの 欄は , 中国語 の ｢生 活言
語｣ で は どう表現 され る かに つ い て記したが ,
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あくまで 参考程度の 意味 しか持た な い ｡ 中国語に お ける ｢ 生活言語｣ の 定義 と範囲 に つ い て
は今後十分議論がなさ れる必要がある ｡
理科 の教科書に 現れ る使用度数の高 い87語と対応する中国語 一 覧
理 科 1 上 漢 字 自由/ 拘束 中国語BⅠ(〕S 注 釈
1 ちか ら 力 B 効 (ノし)
2 み ず 水 F
3 こ と 辛 F
4 と き 時 B 吋侯 りL)
5 も の 物 B 京西
6 な か 中 B 里 辺 (ノし)
7 め 目 B 眼晴
8 て 辛 F
9 い と 糸 F 銭 坐(綿)は シ ル ク の 意
10 つ ス_ 上 B/F 上逸(ノし) F - 乗り物に 乗る
四 と こ ろ 所 B 地方
12 な に 何 B 什ゑ
13 し た 下 B/F 下辺 (ノし) F - 乗り物か ら降りる
14 つ ぶ 粒 B 粒 (ノL)
15 は り 針 F
16 ま え 前 B 前辺(ノL)
以前
17 あ と 徳 B 后辺 (ノし)
以后
18 しる し 印 B/ F i己号 F - 印刷する ○ は ん こ ○
19 や 失 B 箭
20 か たち 形 B 形状
E] く ち 口 B 噂
2 2 ひ 火 F
23 あ い だ 間 B 中向 , 向隔
24 ほの お 衣 B 火苗
25 み ぎ 右 B 右辺 (ノし)
26 ふ くろ 袋 F
27 か み 紙 F
28 な 名 B 名字
29 ひ と 人 F
30 い し 石 B 石 共
31 い た 板 F
32 い ろ 色 B 顔色
33 ひ だり 左 B 左辺 (ノし)
34 さ き 先 B/F 共ノし 副詞と して はF
35 す み 炭 F
36 な か 仲 B 美系
37 あ じ 味 B 味ノL
38 き 木 B 木真 南
39 そ と 外 B 外辺 (ノL)
理 科 1 下
40 ま め 豆 B 豆ノし, 豆子
41 あた い 値 B/ F 仰 薩 F - ある備 に相当する
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理 科 1 下 漢 字 自由/ 拘束 中国語BⅠCS 注 釈
42 ひかり 光 F 】
‖
43 み ち 追 B 路
44 み どり 緑
】
F
45
.
み な 管 B 大家, 全部
46 か ず 数 B 数ノL
47 あ お 三l 三目 F Il
48 た ま 玉 F 球 りL) 玉 は宝石
球 F 球 はボ ー ル
49 い ま ′､
F
7 B 現在
50 き 黄 F
51 た て
】
縦 B 里
52 むか し 二lj二日 B 辻去
5 3 よ こ 棉 F
54 あ め 雨 F
55 う ち 内 B 里 迫 りL)
56 す 醍 B 醍 現代語で は酪を使う
理 科 2 上
57 ほ し 星 B 日 【≡∫′卜′′卜
58 は 莱 B 叶子, 桝叶
59 ね 梶 F
l
60 は な 花 B /F 花ノL F - (お金等 を) 使う l
61 を旦ご 那 B 鴻蛋
62 そ ら 空 B /F 天
63 く き
l
茎 B 軒子, 軒ノL 茎は 一 般的なくき
梗子 梓は中空で節の あるもの や根
元 か ら広が つ て い るくき
梗は花 , 辛, 野菜の 茎 【
64 ほ ね 骨 B 骨巣
65 く さ 辛 F
66 つ き 月 B/ F 月亮 F - ひ と月 , ふ た月
67 せ
■
二1【二
目 F
68 め す 雌 B 母的
69 あ し 足 B/ F 脚 , 腿 F - 十分で ある
脚はくる ぶ しか ら下
腿 は足の 付け根からくる ぶ し
まで
7 0 お や 親 B/ F 父母 F エ ロ づ けをする
71 い け 池 B 池子 , 池塘
72 え だ 枝 B 樹枝
73 か ぶ 樵 B 荏ノL 助数詞と して は F
74 く だ 管 B/ F 管子 動詞 として は F
75 に し 西 B 西透()L)
76 ひが し 束 B 東通()L)
77 む し 良 F
78 あ な 穴 B 窟覆, 眼ノL
79 ひ 日 B 大幅 ()L)
80 み なみ 南 B 商議 ()L)
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理 科 2 下 漢 字 自由/ 拘束 中国語B ⅠC S 注 釈
81 つ ち 土 F
82 か ぜ 風 F
83 う み 港 F
84 か い 負 B 蛤捌 左記 は貝の 1例
85 さ か い 境 B 辺界, 界銭
86 や ま 山 F
87 は い 玩 F
5 おわりに
は じめ に 述べ たよう に , こ の 種の 考察に は
母語形成期に ある学習者をイ ン フ ォ ー マ ン ト
とする調査が不可欠で あり , 学習者個人の 能
力や おか れて い る言語環境の 違 い も考慮 に入
れ た本格的な調査が今後の 課題となる ｡
中国語を母語とする日本語学習者の 学習過
程が , ｢生活言語｣ か ら ｢学習言語｣ へ の 過
注 釈
渡期にある 場合 , 教科用語 の対訳を示す こと
は母語の 伸長と い う観点か らも有益なこ と で
ある ｡ /ト論で は , 日本語の ｢生活言語｣ が欠
落 したまま , ｢学習言語｣ がある程度イ ンプ ッ
トされ て い るような中国語を母語とする学習
者に と っ て は ､ 日本語 の ｢ 生活言語｣ に対応
する母語の ｢生活言語｣'に つ い て も併せ て 知
る こと の 必要性を指摘する にと どまる ｡
* 1 一 口 に 中国語と い っ て もその 内部方言差 は大きく , 音声面の みならず, 語桑 , 文法面 に
お い て も方言間の 差は小さくな い ｡ 本稿で い う中国語と は , 中国大陸に お い て ｢ 普通話｣,
台湾 にお い て ｢ 国語｣, シ ン ガポ ー ル をは じめ とする東南ア ジア に お い て は ｢ 華語｣ と 呼ば
る , 中国北方方言を母体と した共通語を指す｡
* 2 同辞典の 凡例 によれ ば , ｢意味 ･ 働きが わか れて い るも(7)に つ い て は , ①②③ で それ を
分け, 独立 した単語と して 用い られ るもの には , それ ぞれ 品詞名を付 した ｡ した が っ て , 品
詞名の な い もの は , 現代語で は単語と して 用 い られな い こ とを示す ｡｣ とある ｡
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A problem o nle a r n l ng Japa n e s e a s a s e c ond
●
1angu age for Chin e s e n ativ e
- on B IC S(Ba sic lnterpe r s on al Co m m u nic ativeS kills) and
C A L P(Cognitive/Ac adernic Langu age Proficie n cy -
Shin chi Y A M A D A
(Re ceived June 28,1996)
A B S T R A C T
At prlm ary a nd s e c ondary s cho ols in Japan , students returning fro m overs e a shave
bee nincre a sing l n nu mber lately ;at the s am etim e,children of gu e st w orkers re siding in
Japan have als obe c om e incre a singly n um ero u s in Japan
'
s s cho ol syste m ･ Providing
rem edial Japane s ein str u ctio nfor these students is a m atter of gre at urge n cy ･
In this paper we gl Ve C OnSiderat.ion to the adjustm ent pro c e s s e s of the children
of C hine s e n ative spe akers,w ho fa ce different challenges fro m m o st adultle ar ner sin
attem ptlng tO effic ently le a rn Japane s e a sa s e c ond la ngu age ･
w hen we dis c u s sthes eiss u es, w e us e bilingu al edu c atio n al ter min olog y first intro-
du ced by DrJ im Cu m mins . B IC S(Ba sic Interpers on al Co m m unic ative S kills)are tho s e
first learn ed by childr e n fro m their pare nts for the purpos e s of c om m u nic ation ･
C A L P(Cognitive/Ac ade mic Langu age Proficiency)ar e m ore diffic ult skills le ar ned at
s cho ol fr o m te achers and fello w students , LoglC ally,you m ight a s s um e that B IC Sm u st
be c o mpletely le a r n ed befo r e C A L Pc an be at te mpted･
Ho w e v er , ou r c o n clu sion is a s follo w s. W he n le arning Japa n e se a s a s ec ond lan-
gu age, n ative C hines e spe aking stude nts m ay be able to pa rtially a cquir e C A L P before
c om pletely havin g m a stered B IC S,
K E Y W O R D S
c hine se
,
J S L(Japa n e s e a sSec ond La ngu age), B IC S(Ba sic Interpe rs on al Co m m unic ative
skills), C A L P(Cognitiv e/Ac adem ic Langu age Proficie n cy)
